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6月定例会主な内容

編
集
後
記

発行責任者

広報特別委員会

議　　長：松山　力弥

委 員 長：稲永　辰己
副委員長：田ノ上　真
委　　員：今村　桂子
委　　員：川原　幸治

　
令
和
５
年
６
月
１4
日
、
「
須
恵

町
園
・
学
校
経
営
説
明
会
」
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
令
和

５
年
５
月
か
ら
、
５
類
感
染
症
に

分
類
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
、
「
新
し
い
日
常
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
蔓ま

ん

延え
ん

。
人
類
が
初
め
て
経
験
し

た
出
来
事
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

の
「
学
び
」
を
ど
う
し
て
い
く
か

様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
日
常
が
少
し
ず

つ
戻
り
始
め
た
昨
今
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
が
活
か
さ
れ
る
「
新

し
い
日
常
」
に
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
力
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
須
恵
町
で
は
、
「
０
歳
か
ら
１５

歳
ま
で
を
つ
な
ぐ
一
環
し
た
教
育

の
充
実
」
を
掲
げ
て
お
り
、
園
か

ら
小
学
校
、
中
学
校
ま
で
連
携
し

た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
元
気
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
た
ち
を
育は

ぐ
く

ん
で
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

�

稲
永
　
辰
己

サンフーズ株式会社

ふるさと納税の返礼品を
手掛けてくださっている
町内の事業所に、スポッ
トを当てていきます。

　今号から最終面は新しい企画です。
　広報委員が、須恵町で頑張る企業・事業所を訪問します。
　第１回は、「サンフーズ株式会社」に、おじゃましま～す！

えてくださいましたのは、社長の小
お

川
が わ

俊
と し

幸
ゆ き

さん。会社の来歴
から今の主力商品、未来構想まで伺

うかが

いました。
　サンフーズ㈱は１974年、デリカ食品㈱として創業。お弁当事業
で愛されてきましたが２0１7年から事業転換。今は、食品の開発と
ネット販売に集中しています。

う、須恵町のふるさと納税返礼品では、サンフーズ㈱の商品
が大人気です。今年、力を入れているのが「ローストビー

フ」で、おいしくてボリュームたっぷり。お得感満載ですね。そ
して新商品「米

ま い

にちたんぱく」は、お米のプロテイン飲料。プロ
テインなのにやさしい口当たりで飲みやすい。美容と健康にいい
成分を配合し、美味しさと両立しています。いいですね。
　会社独自の調査によると、全国のふるさと納税人気返礼品は、
１位が肉！２位がコメ！だとか。なるほど、直球勝負ですね。

ンフーズ㈱の社員は１２名。担当の垣
か き

根
ね

を越え社員みんなで企
画・開発をするなど、フラットな関係性なんだそう。これか

らもいい商品を提供して、須恵町で頑張ってください。

小川 俊幸 社長
　新たな商品開発に向けて、
色々な事にチャレンジしてい
きたいと意気込みを語ってく
ださいました。

迎

そ

サ フレーバーは、あまおう・八女抹茶・バナナ・ココアの４つ。

クリスマス
の時期にも

ピッタリ！

住所：須恵町須恵 825-3
TEL：692-8356
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防
災
拠
点
を
拡
充

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

４
億
２
９
４
５
万
円
を
増
額
　
総
額
１
２
３
億
６
９
９
３
万
円

町
内
４
カ
所
目
の
防
災
拠
点
を

中
部
防
災
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
設
工
事
請
負
費

�

３
億
４
１
９
９
万
円

　
防
災
セ
ン
タ
ー
兼
須
恵
区
公
民
館
と
し
て
、
中

部
防
災
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

同
敷
地
内
に
は
消
防
団
の
格
納
庫
も
移
設
さ
れ
、

ま
た
一
つ
防
災
の
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
備
蓄
倉
庫
や
防
災
会
議
室

な
ど
も
計
画
さ
れ
、
有
事
の
際
に
は
、
町
の
職
員

が
会
議
室
内
で
災
害
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
指
定
避
難
所
に
指
定
さ
れ

る
予
定
で
、
約
１
７
０
人
が
避
難
可
能
で
す
。
平

常
時
と
災
害
時
の
利
用
方
法
を
考
慮
し
、
公
民
館

と
避
難
所
の
そ
れ
ぞ
れ

の
機
能
を
兼
ね
備
え
た

施
設
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

全員賛成可決

松山  力弥  議長

安全安心の まちづくり
　令和５年第２回定例会は、６月９日から１５日までの７日間で行われ、    審議の結果、提案された議案１７件を
原案のとおり可決・承認・同意しました。

須恵町防災ハザードマップの一部抜粋

建設予定地
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６
月
定
例
会

一
般
質
問

対
談（
須
恵
レ
ク
の
会
）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
あ
れ
こ
れ

６
月
定
例
会

安全安心の まちづくり６月
定例会

　令和５年第２回定例会は、６月９日から１５日までの７日間で行われ、    審議の結果、提案された議案１７件を
原案のとおり可決・承認・同意しました。

議
員
か
ら
ひ
と
こ
と

感
染
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

�
７
５
４
５
万
円

　
令
和
５
年
５
月
と
９
月
に
そ
れ
ぞ
れ
開
始

す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
費
用
で
、
現
時

点
で
不
足
す
る
分
が
補
正
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
接
種
券
の
印
刷
業
務
委
託
料
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
委
託
料
な
ど
で
す
。

安
全
対
策

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
金

�

３２
万
円

　
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に

よ
る
被
害
防
止
や
避
難
路
の
確
保
を
目
的
と

し
て
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
を

行
う
場
合
に
、
撤
去
費
の
一
部
が
補
助
金
と

し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
予
算
で
２
件
分
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
す
で
に
２
件
の
該
当
案
件

が
あ
り
、
今
後
の
対
応
分
と
し
て
補
正
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

敷地面積：３３１２．３５㎡

＜防災センター＞
　延べ床面積：７２８㎡
　鉄筋コンクリート造２階建て

＜消防団格納庫＞
　延べ床面積：９１㎡
　木造２階建て

完成イメージ図

議員全員で現地を視察

ＤＡＴＡ

補助金の詳細は
こちらから
⇩

　
現
地
を
視
察
し
て
、
駐
車
場
や
広
場
な
ど

も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
在
り
方
や
活
用
方
法
も
多
種
多
様
、
柔

軟
に
対
応
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
は
消

防
団
の
格
納
庫
も
併
設
さ
れ
、
よ
り
一
層
、

連
絡
・
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
図
れ
ま
す
。
有

事
の
際
に
は
、
役
場
の
防
災
対
策
本
部
と
し

て
も
使
用
で
き
る
施
設
と
な
り
ま
す
。
防
災

拠
点
が
増
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
防
災
対

策
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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６
月
定
例
会

一
般
質
問

対
談（
須
恵
レ
ク
の
会
）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
あ
れ
こ
れ

６
月
定
例
会



出
産
育
児
一
時
金
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
出
産

件
数
は
何
件
か
。

住
民
課
長

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
出
産
件
数
は
、
令

和
３
年
度
が
３１
件
で
、
令
和
４
年
度
は
１５
件
。
前
年
度

に
比
べ
１６
件
減
っ
た
た
め
、
減
額
補
正
を
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
ど
の
く

ら
い
か
。

住
民
課
長

５
月
末
現
在
の
申
請
率
は
８９
・
７
％
、
交
付
率

は
８１
・
３
％
で
、
福
岡
県
内
で
は
３
番
目
に
位
置
し
て

い
る
。

誤
口
座
へ
の
ひ
も
づ
け
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
。

住
民
課
長

ロ
グ
ア
ウ
ト
漏
れ
に
よ
る
別
人
の
口
座
登
録
の

事
案
に
つ
い
て
は
、
本
町
で
は
職
員
が
ロ
グ
ア
ウ
ト
処

理
を
行
い
、
そ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

家
族
の
口
座
へ
の
ひ
も
づ
け
に
つ
い
て
は
、
個
人
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
登
録
し
て
い
る
た
め
、
町
で
は

把
握
が
で
き
な
い
。
誤
登
録
が
推
定
さ
れ
る
場
合
は
、

直
接
国
か
ら
通
知
が
届
く
と
聞
い
て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
の

給
付
件
数
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

福
祉
課
長

対
象
世
帯
３
４
７
３
世
帯
に
案
内
を
送
付
し
、

そ
の
う
ち
申
請
の
あ
っ
た
２
９
１
６
世
帯
に
対
し
給
付

し
て
い
る
。

名
誉
町
民
推
戴
式
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
計

画
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

町
制
施
行
７０
周
年
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、

前
町
長
の
中な

か

嶋し
ま

裕ゆ
う

史し

氏
を
名
誉
町
民
に
推
戴
す
る
も
の

で
、
町
の
公
式
行
事
と
し
て
執と

り
行
う
。

　
前
回
の
渡わ

た

辺な
べ

具と
も

能よ
し

氏
の
時
と
同
規
模
で
、
推
戴
式
の

出
席
者
は
、
町
民
の
代
表
と
し
て
各
団
体
の
会
長
な
ど
、

３０
名
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。
予
算
は
、
推
戴
状
や
記

章
な
ど
の
記
念
品
も
含
め
計
上
し
て
い
る
。

予算審査
特別委員会の質疑から

議長を除く議員全員（１２名）で構成される予算審査特別委員会において、
令和４年度および令和５年度補正予算の審議を行いました。

マイナンバーカードの交付状況は？
（令和５年度予算）

名誉町民推
すい

戴
たい

式の内容は？
（令和５年度予算）

出産件数は？
（令和４年度
予算）

価格高騰緊急支援給
付金の給付状況は？
（令和５年度予算）

QQ AA

一般会計
（一部抜粋）

栄
典
・
表
彰
事
務

�

２
６
８
万
円

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務

�

１
９
６
万
円

国
民
健
康
保
険
出
産
育
児
一
時
金
繰
出
金

�

減
額
　
５
３
２
万
円

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
務
費
国
庫

補
助
金
返
還
金�

１
５
９
万
円

QAQA

QA
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６
月
定
例
会

一
般
質
問

対
談（
須
恵
レ
ク
の
会
）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
あ
れ
こ
れ

６
月
定
例
会

人事案件の審議結果 選挙管理委員会委員・補充員を選出

稲
いな

永
な が

　幸
さ ち

子
こ

氏（旅石区・７１歳）
任期満了に伴い再任
任期　令和５年７月１日～令和８年６月３０日

須恵町固定資産評価審査委員会委員の選任

任期満了後の委員として次の９名を任命
任期　令和５年７月２０日～令和８年７月１９日

松
まつ

﨑
ざ き

　吉
よ し

成
な り

氏（新原区・７３歳）
三
み

角
す み

　弘
ひろし

氏（旅石区・７０歳）
藤
ふじ

石
い し

　豊
ゆたか

氏（須恵区・７２歳）
百
もも

田
た

　俊
と し

弘
ひ ろ

氏（上須恵区・７１歳）
合
ごう

屋
や

　勝
か つ

秀
ひ で

氏（佐谷区・６９歳）
安
やす

河
こ う

内
ち

　久
ひ さ

人
と

氏（乙植木区・６７歳）
御
み

手
た

洗
ら い

　眞
まこと

氏（甲植木区・７２歳）
今
いま

泉
いずみ

　ふみ氏（須恵区・４８歳）
合
ごう

屋
や

　尚
な お

子
こ

氏（乙植木区・４０歳）

須恵町農業委員会委員の任命

任期満了に伴い、指名推選により選挙管理委員会委員
および補充員を選出しました。

全員賛成

同意

全員賛成

同意

６ 月 定 例 会

その他の

議 案

令
和
４
年
度
各
会
計
と
も
決
算
見
込
み
に

よ
る
調
整
で
す
。

◇
一
般
会
計

　
１
億
１
０
４
５
万
円
を
追
加

　
総
額
１
２
５
億
５
５
８
３
万
円

　
専
決�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
１
億
５
１
６
４
万
円
を
減
額

　
総
額
２８
億
７
６
８
０
万
円

　
専
決�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
４
０
０
万
円
を
減
額

　
総
額
１１
億
３
６
９
万
円

　
専
決�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

そ
の
他
の
補
正
予
算

そ の 他 の 採 決 結 果
須恵町税条例の一部改正について　専決
（森林環境税の導入にともなう個人住民税の改正、大規模改修が行われたマンションの固定資産税減額
措置の創設、特定小型原付「電動キックボード」の創設やグリーン化特例延長にともなう軽自動車税の
改正、地方税法の改正による各条文の文言等の整理。）

全員賛成で可決

須恵町国民健康保険税条例の一部改正　専決
（後期高齢者支援金等課税額の限度額が２０万円から２２万円に引き上げ。また、低所得世帯への軽減判定
所得基準を引き上げ、保険税軽減対象を拡充。）

全員賛成で可決

任期　令和５年７月１２日～令和９年７月１１日

　南
みなみ

里
ざと

　國
くに

秀
ひで

氏（昭穂区・７４歳）
　百

もも

田
た

　忠
ただ

一
かず

氏（佐谷区・７２歳）
　今

いま

泉
いずみ

　洋
ひろ

行
ゆき

氏（甲植木区・７５歳）
　田

た

原
はら

　重
しげ

美
み

氏（大島原区・７４歳）

　松
まつ

林
ばやし

　龍
たつ

美
み

氏（旭ヶ丘区・６９歳）
　山

やま

下
した

　功
いさお

氏　（新原区・７２歳）
　黒

くろ

岩
いわ

　政
まさ

信
のぶ

氏（西原区・６６歳）
　今

いま

泉
いずみ

　英
ひで

明
あき

氏（甲植木区・５９歳）

委　員

補充員

名
誉
町
民
の
推
戴

中な
か

嶋し
ま

　裕ゆ
う

史し

氏

（
乙
植
木
区
・
７５
歳
）

【
主
な
経
歴
】

　
昭
和
４３
年
に
須
恵
町
に
奉

職
。
社
会
教
育
課
長
な
ど
を

歴
任
し
、
平
成
１３
年
に
教
育

長
へ
就
任
。
平
成
１４
年
に
初

当
選
を
果
た
し
町
長
へ
。
４

期
１６
年
も
の
間
、
行
政
手
腕

を
遺い

憾か
ん

な
く
発
揮
。

　
在
任
中
は
、
福
岡
県
町
村

会
副
会
長
な
ど
の
要
職
を
務

め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
発
展

に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

　
教
育
行
政
で
は
、
乳
幼
児

保
健
活
動
の
充
実
、
幼
保
一

元
化
の
推
進
、
小
学
校
教
育

と
の
連
動
な
ど
、
地
域
全
体

で
育は

ぐ
く
む
教
育
基
盤
を
創
造
し

充
実
を
図
ら
れ
た
。

　
道
路
交
通
行
政
で
は
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
本
格
運
用
に
大
き
く
貢
献
。

そ
の
周
辺
の
道
路
整
備
に
お

い
て
も
、
大
規
模
商
業
施
設

の
出
店
で
利
便
性
が
向
上
し
、

人
口
増
加
に
つ
な
が
る
な
ど
、

地
域
経
済
に
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
し
た
。

全員賛成

同意
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1
答弁中の平松町長

○ 「問」については、議員が提出した要約文のとおり掲載
しており、編集は行っていません。

ここが 聞 きた い！

　

第
二
小
学
校
区
内
に
お
い
て
は
、

大
規
模
な
開
発
行
為
に
伴
う
宅
地

造
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。
須
恵
町

の
人
口
増
加
は
喜
ぶ
こ
と
で
は
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
、
各
小

中
学
校
の
生
徒
数
に
対
し
て
教
室

は
足
り
る
の
か
心
配
で
す
。
現
在

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
を
お
尋た

ず

ね
し
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
増
加
に
伴
い
生
徒

数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
各
小
中
学
校
施
設
の
増
築
等
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

　
現
在
把
握
し
て
い
る
開
発
は
、

須
恵
東
中
学
校
下
の
赤
坂
農
地
の

開
発
で
す
。
住
宅
戸
数
は
８６
件
で
、

小
中
学
校
の
学
級
数
へ
の
影
響
は
、

令
和
７
年
度
以
降
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
後
の
児
童
生
徒

の
増
加
を
注
視
し
、

施
設
の
改
修
や
増
築

の
検
討
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
本
年
度

は
、
６
教
室
分
の
増

築
の
設
計
業
務
委
託

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
増
築
費
用
の
補

助
金
申
請
を
令
和
６

年
度
に
行
い
、
令
和

７
年
度
に
着
工
で
き

人
口
増
加
に
伴
う
小
中
学
校
の
今
後
は

男
お

澤
ざ わ

 一
か ず

夫
お

  議員

６
教
室
分
の
増
築
を
予
定

問

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
予
算
計

上
し
た
際
は
、
改
め
て
ご
審
議
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
学
校
の
校
舎
問
題
は
、
建
て
れ

ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

建
て
た
後
、
人
口
が
減
っ
た
と
き

に
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
人
口
の
動
向
を
教
育

委
員
会
に
調
べ
さ
せ
、
そ
の
上
で

増
築
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
今
後
、
経
済
が
ど
う
な
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
人
口
流
入
も
減
り
、

出
生
率
も
落
ち
て
く
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
吉
本
学
校
教
育
課
長

答
平
松
町
長

施
設

平成26年1月に増築された校舎（第二小）

映像配信
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一/般/質/問 ここが 聞 きた い！

　

現
在
須
恵
町
の
各
地
域
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
登
校
時
の
見

守
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
登
下

校
時
の
見
守
り
の
現
状
は
把は

握あ
く

さ

れ
て
い
ま
す
か
。

　
下
校
時
の
見
守
り
に
つ
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
限
界
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
元
気

な
高
齢
者
（
例
え
ば
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
に
見
守
り

を
補
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
ま
た
、
通
学
路
に
お
け
る
危
険

箇
所
の
点
検
や
安
全
対
策
の
実
施

お
よ
び
情
報
の
共
有
を
図
る
な
ど
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
命
を

守
る
対
策
は
最
優
先
と
考
え
ま
す
。

　
町
長
の
お
考
え
を
お
尋た

ず

ね
し
ま

す
。

　
現
在
、
各
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
区
長
会
や

育
成
会
お
よ
び
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
協
力
し
な
が
ら

児
童
生
徒
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
各
小

学
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
い
て
も
、

学
校
支
援
活
動
の
一

環
と
し
て
長
年
通
学

稲
い な

永
な が

 辰
た つ

己
み

  議員

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る

問

路
の
安
全
確
認
お
よ
び
見
守
り
な

ど
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
個
人
で
も
見
守
り
活
動
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す

が
、
活
動
人
数
や
場
所
に
つ
い
て

は
、
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
下
校
時
の
見
守
り
活
動
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支

援
す
る
立
場
上
、
業
務
委
託
を
検

討
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
通
学
路
の
危
険
個
所
に
つ
い
て

は
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で
改
善

要
望
が
提
出
さ
れ
、
対
応
し
た
結

果
な
ど
を
報
告
し
、
関
係
団
体
と

の
情
報
共
有
を
し
て
い
ま
す
。

　
須
恵
町
は
、
生
涯
学
習
の
一
環

と
し
て
小
学
校
区
ご
と
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
置
い
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
見
守
り
に
お
い
て
も
、
行
政

を
補
完
し
て
も
ら
え
る
対
等
の
立

場
と
し
て
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

担に
な

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
学
校

教
育
課
、
総
務
課
、
ま
ち
づ
く
り

課
、
教
育
委
員
会
と
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
も
お
話
し
た
上
で
、
問

題
を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

答
吉
本
学
校
教
育
課
長

答
平
松
町
長

通
学
路
の
安
全
確
保
は

交
通

交通量の多い通学路

映像配信
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3町 政 を 問 う !
答弁中の平松町長

選
挙

　

先
日
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
率
は
３６
・
９４
％
と
な
り
、

前
回
（
令
和
元
年
）
４２
・
９８
％
、

（
平
成
２７
年
）
４８
・
１
％
、
（
平

成
２３
年
）
５２
・
０６
％
と
、
回
を
増

す
ご
と
に
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

　
投
票
率
ア
ッ
プ
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る

の
か
、
何
か
お
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。
今
後
の
方
策
や
学
校
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
ま
た
今
回
、
選
挙
公
報
が
届
い

て
い
な
い
と
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
地
域
の
何
件

に
届
か
な
か
っ
た
の
か
、
調
査
は

さ
れ
ま
し
た
か
。
委
託
の
契
約
内

容
な
ど
に
つ
い
て
お
尋た

ず

ね
し
ま
す
。

　
出
前
授
業
・
模
擬
投
票
を
は
じ

め
と
す
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
選
挙

に
つ
い
て
の
教
育
は
、

長
期
的
に
は
、
若
年

層
の
投
票
率
向
上
に

繋つ
な

が
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
教

育
委
員
会
お
よ
び
町

内
小
中
学
校
と
協
議

を
重
ね
た
上
で
、
実

施
の
可
能
性
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
子
ど
も
議
会
の
実

投
票
率
ア
ッ
プ
の
方
策
は

今
い ま む ら

村 桂
け い

子
こ

  議員

先
進
事
例
を
参
考
に
検
討

問

施
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
議
場
に

お
い
て
、
一
般
質
問
形
式
で
意
見

を
発
表
す
る
体
験
を
通
じ
て
、
行

政
や
議
会
の
理
解
を
深
め
、
子
ど

も
た
ち
の
純
粋
な
意
見
を
町
政
運

営
の
参
考
と
す
る
も
の
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
現
在
、
総
務
課
で

は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
特
に
投
票
率
の
低
い
年
齢
層
に

向
け
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
対
策
が

必
要
で
す
。
他
市
町
村
の
取
組
み

事
例
を
参
考
に
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
選
挙
公
報
の
未
配
布
の
苦
情
は

選
挙
ご
と
に
数
件
あ
っ
て
い
ま
す
。

委
託
業
者
に
は
配
布
の
徹
底
を
指

示
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
投
票
率
は
、
中
選
挙
区
か
ら
小

選
挙
区
に
変
わ
っ
て
か
ら
、
日
本

全
国
で
下
が
っ
て
き
て
お
り
、
特

に
福
岡
県
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
顔
の
見
え
る

議
員
さ
ん
で
、
こ
の
人
は
通
る
だ

ろ
う
と
投
票
に
行
か
な
い
。
そ
れ

が
年
数
を
か
け
て
町
会
議
員
の
選

挙
に
ま
で
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、

国
が
根
本
的
に
考
え
な
い
と
い
け

な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
人
た
ち
が
議
員
と
な
り
、
町

議
会
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
投

票
率
の
ア
ッ
プ
を
目
指
さ
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
選
挙
公
報
の
未
配
に
つ
い
て
、

実
質
と
し
て
そ
れ
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
立
候
補
し
た
ど
な
た
か
が

不
利
益
を
受
け
た
わ
け
で
す
の
で
、

調
査
さ
せ
極
力
そ
う
い
っ
た
こ
と

が
な
い
よ
う
に
さ
せ
ま
す
。

答
平
松
町
長

答
諸
石
総
務
課
長

映像配信
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平
成
２５
年
以
前
は
、
基
準
に
該

当
す
る
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の

就
学
先
は
、
原
則
特
別
支
援
学
校

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、

最
終
的
に
は
教
育
委
員
会
が
就
学

先
を
決
定
す
る
と
し
な
が
ら
も
、

保
護
者
か
ら
の
意
見
聴
取
や
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
に
対
し
て
柔
軟
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査

に
よ
る
と
、
特
別
支
援
教
育
を
受

け
る
児
童
生
徒
が
年
々
増
加
し
、

特
に
通
級
指
導
を
受
け
る
児
童
生

徒
は
平
成
２４
年
か
ら
の
１０
年
間
で

２
・
５
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒
に
対

し
て
適
切
な
療
育
が
と
て
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
須
恵
町
と
し
て

の
見
解
を
お
伺う

か
が

い
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
５
月
１
日
現
在
で
、

特
別
支
援
学
級
に
つ

い
て
は
、
小
学
校
は

１
９
７
人
、
中
学
校

は
８８
人
で
す
。
通
級

学
級
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
は
６３
人
、
中

学
校
は
４０
人
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
通
級

お
よ
び
特
別
支
援
学

級
の
判
断
基
準
は
、

指
導
の
対
象
と
な
る

障
が
い
の
種
類
が
、

白
し ろ う ず

水 春
は る

夫
お

  議員

本
年
度
か
ら
特
別
支
援
相
談
員
を
配
置

問

学
校
教
育
法
施
行
令
な
ど
で
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
25
年
の

法
改
正
に
よ
り
、
本
人
お
よ
び
保

護
者
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
教
職
員
の
研
修
体
制
は
、
県
が

実
施
す
る
特
別
支
援
教
育
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
が
あ
り
、
受

講
を
奨

し
ょ
う

励れ
い

し
て
い
ま
す
。
町
と
し

て
は
、
本
年
度
か
ら
特
別
支
援
相

談
員
と
し
て
、
特
別
支
援
学
校
の

校
長
経
験
者
を
指
導
主
事
と
し
て

雇
用
し
て
い
ま
す
。
週
１
回
各
学

校
を
午
前
中
訪
問
し
、
授
業
や
子

ど
も
へ
の
指
導
を
参
観
し
た
後
、

資
料
を
作
成
し
、
放
課
後
、
該
当

の
先
生
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
通
級
学
級
は
、
い
ず
れ
通
常
学

級
に
戻
る
と
い
う
の
が
前
提
で
、

通
常
の
授
業
を
受
け
な
が
ら
、
い

わ
ゆ
る
凸
凹
が
あ
る
部
分
に
つ
い

て
指
導
す
る
場
所
で
す
。

　
須
恵
町
で
は
、
２
年
ご
と
に
そ

の
成
果
を
確
認
し
、
必
要
で
あ
れ

ば
継
続
と
い
う
判
断
を
し
ま
す
。

　
小
学
校
に
上
が
る
と
き
の
学
級

編
成
の
判
断
は
教
育
支
援
委
員
会

が
行
な
い
ま
す
。
須
恵
町
で
は
、

教
育
支
援
委
員
会
で
、
こ
の
子
な

ら
大
丈
夫
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、

特
別
支
援
学
校
で
は
な
く
、
町
の

学
校
で
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
障
が

い
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
そ

の
子
の
未
来
が
町
の
学
校
に
行
く

こ
と
に
よ
っ
て
伸
び
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
ち
ら
が
良

い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
現
状
は

答
平
松
町
長

教
育

答
吉
本
学
校
教
育
課
長

答
猪
股
教
育
長

映像配信
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5町 政 を 問 う !
答弁中の平松町長

交
通

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
関
係

者
や
関
係
機
関
の
協
議
に
よ
り
路

線
が
決
定
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
現
在
、
生
活
用
品
の
購
入

や
病
院
の
通
院
な
ど
利
便
性
を
考

慮
し
た
路
線
に
な
っ
て
い
な
い
、

と
の
住
民
の
声
を
聞
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
城
山
区
の
場
合
、
ト

ラ
イ
ア
ル
や
A
コ
ー
プ
な
ど
は
直

接
行
け
ず
、
乗
り
換
え
て
目
的
地

に
行
き
ま
す
。
時
間
も
か
か
り
ま

す
。
西
鉄
バ
ス
と
の
路
線
の
競

き
ょ
う

合ご
う

は
で
き
な
い
こ
と
は
分
か
り
ま
す

が
、
住
民
は
そ
う
い
う
事
情
は
知

り
ま
せ
ん
。
周
知
を
図
っ
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
路
線
の
見
直
し

に
つ
い
て
お
伺う

か
が

い
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
Ｊ
Ｒ
、

西
鉄
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
各

交
通
機
関
を
補
完
す
る
路
線
と
し

て
調
整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
路
線
変
更
に
は
、
数
年
間
の
調

査
分
析
と
計
画
策
定
、
道
路
交
通

法
規
関
係
の
警
察
協
議
、
地
域
公

共
交
通
協
議
会
、
運
輸

局
の
認
可
申
請
・
決
定

を
経
て
、
事
前
準
備
、

住
民
へ
の
周
知
、
と
時

間
を
か
な
り
要
し
ま
す
。

個
人
の
目
的
に
全
て
沿

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
利
便
性
の
よ
い
公

共
交
通
網
が
構
築
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現
状
は

健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
る
影
響
は

三
み

⻆
す み

 栄
えいじゅう

重  議員

各
交
通
機
関
を
補
完

支
援
策
を
検
討
・
実
施

医
療

　

今
年
４
月
か
ら
出
産
育
児
一
時

金
が
５０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
分
の
予
算
を
、
７５
歳

以
上
の
人
が
加
入
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
か
ら
も
捻ね

ん

出し
ゅ
つ

す
る
と

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
今

の
上
限
６６
万
円
か
ら
２
０
２
４
年

度
は
７３
万
円
、
２
０
２
５
年
度
は

８０
万
円
に
上
が
り
ま
す
。
中
小
企

業
の
従
業
員
が
加
入
す
る
協
会
け

ん
ぽ
の
負
担
は
減
ら
す
と
し
て
い

ま
す
。

　
年
金
生
活
者
が
増
え
て
い
る
現

状
を
考
え
る
と
物
価
高
に
追
い
つ

い
て
お
ら
ず
、
今
後
も
生
活
苦
の

人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
対
策
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
す

る
観
点
か
ら
、
高
齢
者
１
人
当
た

り
の
保
険
料
と
現
役
世
代
１
人
当

た
り
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
伸

び
率
が
同
じ
に
な
る
よ
う
見
直
す

と
い
う
改
正
内
容
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
保
険
料
負
担
の
増
加
に
つ
な
が

る
改
正
で
あ
る
た
め
、
国
に
お
け

る
議
論
の
経
過
を
注
視
し
情
報
収

集
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を

含
め
、
価
格
高こ

う

騰と
う

の
影
響
を
受
け

て
い
る
町
民
皆
さ
ま
へ
の
支
援
策

を
年
度
内
に
検
討
し
、
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

負
担
増
の
問
題
は
、
糟
屋
郡
の
町

長
会
と
し
て
、
国
へ
要
望
を
あ
げ

て
も
ら
え
な
い
か
、
県
の
町
村
会

へ
提
案
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
百
田
住
民
課
長

問

問

答
平
松
町
長

が
、
極
力
知
恵
を
絞
り
構
築
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。

答
平
松
町
長

答
吉
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

映像配信
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近
年
に
お
け
る
D※
１

X
の
推
進
は
、

民
間
企
業
、
自
治
体
、
教
育
現
場

と
今
日
の
生
活
や
業
務
の
中
に
浸

透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
在
、
業

務
効
率
化
や
地
域
課
題
の
解
決
の

た
め
に
、
A
I
を
活
用
し
、
実
証

実
験
や
本
格
導
入
を
検
討
さ
れ
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　
町
長
は
、
D
X
の
推
進
に
つ
い

て
、
今
後
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
あ
り
、
本
町
に
お

い
て
は
「
ま
ず
は
情
報
収
集
や
課

題
解
決
に
向
け
た
推
進
体
制
の
構

築
を
行
い
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

波
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
行
き

た
い
」
と
の
考
え
を
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
本
町
の
D
X
の
推
進

に
つ
い
て
お
尋た

ず

ね
し
ま
す
。

　
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
主
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

に
向
け
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
自
治
体

情
報
シ
ス
テ
ム
標
準

化
・
共
通
化
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
手
続
き
や

申
請
、
電
子
申
請
の

導
入
、
電
子
決
裁
シ

ス
テ
ム
、
Ｒ※

２

Ｐ
Ａ
の

導
入
な
ど
が
あ
げ
ら

川
か わ

口
ぐ ち

 満
み つ

浩
ひ ろ

  議員

導
入
・
活
用
を
検
討
中

問

れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

に
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
や
課
題

が
存
在
し
ま
す
。
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保
、
高
齢
者
や
デ
ジ
タ

ル
機
器
に
不
慣
れ
な
人
た
ち
へ
の

配
慮
、
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
で
す
。
他

に
も
初
期
投
資
や
技
術
的
な
専
門

知
識
の
必
要
性
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
は
、
予
算

や
人
材
の
確
保
、
適
切
な
情
報
管

理
体
制
の
構
築
を
行
い
、
安
全
か

つ
安
心
し
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い

や
人
間
の
判
断
の
温
か
み
の
必
要

性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
活
用
に
つ
い
て

は
適
切
な
導
入
方
法
を
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
し
ば
ら
く
静せ

い

観か
ん

し
、
県
が
方

針
を
決
め
た
後
に
情
報
収
集
し
、

須
恵
町
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
が
ど
れ
だ

け
有
用
な
の
か
、
試
験
的
に
活
用

す
る
の
か
判
断
を
し
て
い
っ
た
方

が
良
い
と
思
い
ま
す
。
財
政
負
担

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
手

を
出
す
話
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
現
状
は

答
平
松
町
長

デ
ジ
タ
ル

答
諸
石
総
務
課
長

※
１
　
D
X
と
は

　�

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
変
革
に
よ
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
人
々
の
生
活
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
。

※
２
　
R
P
A
と
は

　�

人
間
が
パ
ソ
コ
ン
上
で
行
っ
て
い
る
業

務
を
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
動
化
し
実
行
す

る
ツ
ー
ル
の
こ
と
。 映像配信
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令和５年６月20日対談今村 桂子 議員

松山 力弥 議長

川原 幸治 議員

稲永 辰己 議員

化にも少し歯止めがかかりました。今後
もレクの会が発展して活動していけるよ
うに数年ごとにインストラクター養成講
座を開催してほしいです。

〈レクの会〉
社会福祉協議会の主催・福岡県レクリエ
ーション協会の協力で開催され、募集が
行われます。約８カ月間３０回６０時間の講
座を受講し、終了後は修了証の授与、
（公財）日本レクリエーション協会の公
認指導者資格の申請ができます。

〈レクの会〉
活動実績５２回、総活動人数216名です。
〈レクの会〉
活動は４つに分かれています。
定期依頼活動
◦つくしんぼの子育て支援（月１回）
◦乙植木楽しみ会体操（月１回）
◦甲植木区チャットルーム（年数回）
◦第二小学校レククラブ（年７回）
◦�子どもの居場所作り（夏休み、春休み
など）

自主活動
◦あそびの日（年１回）
　令和５年５月２４日実施　南幼稚園５７名
　（�紙芝居、凧づくり、カップけん玉、
バルーンロケット）

不定期依頼活動
◦�各行政区ミニデイサービス（年２２回程
度）
◦中高生福祉体験学習
◦シニアクラブなどからの依頼
コミュニティ活動
◦第一小学校すこやか秋祭りに参加など

〈レクの会〉
高齢化と男性が少ないのが問題でしたが、
令和４年度のインストラクター養成講座
の修了生の入会で男性も３名増え、高齢

レクリエーションの輪を
レクの会の皆さまには、須恵町のレクリエーション活動をリードし、ミニデイ
サービス・子育て支援・各区や町の行事などにご協力いただき感謝いたします。
今後も、健康・生きがいづくりの支援者として、活動の輪をレクリエーションで
広げてくださることを期待しています。　

田ノ上 真 議員

議会×須恵レクの会　座談会

世代の違う人とのふれあいが楽しいです。広報を
通して休会中の会員さんに向けて「レクの会とつ
ながっている」と伝えたくて頑張っています。
「広報、待ってるよ」「読んだら元気になる」と
言われると、自分が作りあげた、ささやかな広報
が感謝されているんだと嬉

うれ

しく思います。

レクの会のおかげで、子どもたちとのふれあ
いも増え楽しいです。幼稚園での劇でオオカ
ミの役をしたことがあり、買い物している時
にも「オオカミのおじさん」と声をかけられ、
とても嬉しく励

はげ

みになりました。

広報

佐
さ

田
だ

 裕
ゆう

子
こ

 さん

相談役

田
た

仲
なか

 邦
くに

好
よし

 さん

活動実績は？
令和４年度の活動実績について 
教えてください

課題・要望は？
活動するにあたり、 
課題や要望はありますか

レクリエーション・インストラクター 
養成講座について教えてください
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〈レクの会〉
須恵町社会福祉協議会が主催した「レク
リエーション・インストラクター養成講
座」の平成１７年度修了生が平成１８年３月
に結成しました。平成１８年、１９年、２２年、
２５年、令和４年度修了生も入会していま
す。

〈レクの会〉
レクリエーション活動を通して地域の福
祉向上（介護予防・子育て支援など）を
目指し、自分たちも楽しみ、地域の人た
ちにも喜んでいただきながら活動するこ
とを目的としています。

〈レクの会〉
会長をはじめ、役員１１名が月１回の役員
会と定例会を行なっています。

〈レクの会〉
会員数は３２名（女性２６名・男性６名）で
す。令和４年度修了生の１１人中１０人の入
会があり、とても嬉しく今後の活動が楽
しみです。また、７０歳代だった平均年齢
が６０歳代になり、ぐ～っと若返りました。
２３歳から８０歳の人たちが活動しています。

特 集 議会×須恵レクの会　座談会
レクリエーション活動

レクの会の声を聴きました

第16回

須恵レクの会は、「レクリエーション・インストラクター養成講座」を終了後、レクリエーション公認指導者の
資格を持った人たちが、レクリエーションを通じて須恵町民の健康づくり、生きがいづくり、笑顔づくりのため
に活動しています。「できる人が」「できる時に」「できる分だけ」無理せず力を合わせて取り組んでいます。

コロナ禍で話す機会が減り、認知症が増えて
います。私は７０の手習いで、にわかを始めま
した。認知症に対する理解・普及のために
「認知症啓発にわか」に取り組み、寸劇のよ
うな感じで掛け合いにわかを始めています。
後継者づくりにも取り組んでいきたいです。

「待っとったよ～」「会いたかった～」と迎えてもらい、
「楽しかった」「また来てね」と言ってもらえる。その
言葉が聞きたくて、少し言う事をきかなくなった身体を
騙
だま

し励
はげ

ましながら活動しています。若いメンバーも増え、
新しい感覚やジャンルも交えながら、これからも須恵町
の皆さまに笑顔を届けていきたいと思います。

〈レクの会〉
月１回の定例会と、年２回の交流会、年
数回講師を招いて研修会を行なっていま
す。平成２１年から年３回の会報誌も発行
しています。
〈レクの会〉
レクリエーションの依頼があると、その
たびに参加できる人を募

つの

って、リーダー
を決め、プログラムを作って依頼にこた
えています。
〈レクの会〉
０歳から高齢者までを対象に多様な活動
を展開しています。町歌体操、脳トレ、
ボッチャ、各種ゲーム、にわか、バルー
ンアート、クールダウン時には篠

しの

笛
ぶえ

やオ
カリナの演奏も行います。

にわか部　部長

今
いま

村
むら

 公
ひろ

明
あき

 さん

会長

百
もも

田
た

 公
きみ

子
こ

 さん

歴史は？
結成までの経過を教えてください

組織の体制は？
組織の体制はどうなっていますか

活動内容は？
どのような活動をしていますか

会員数・平均年齢を教えてください

活動の目的は？
活動の目的は何ですか
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須恵町消防団を激励

委員会レポート
総務建設産業委員会

川口委員 田ノ上委員 猪谷委員長 百田副委員長 三⻆委員 稲永委員

　
総
務
建
設
産
業
委
員
会
は
、
今

回
の
改
選
を
踏
ま
え
、
新
た
な
メ

ン
バ
ー
6
名
で
新
体
制
を
組
み
ま

し
た
。
当
委
員
会
は
、
町
政
を
進

め
る
う
え
で
、
幅
広
い
事
務
を
所

管
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま

が
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
施
策
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
・
制
度
作
り
等
重
要
な
議

案
に
加
え
、
須
恵
町
全
体
に
属
す

る
議
案
を
審
査
し
て
い
き
ま
す
。

　
須
恵
町
で
は
、
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
住
環
境
や
緑
の
中
で
安

ら
ぎ
を
感
じ
る
公
園
・
緑
地
の
整

備
、
幹
線
道
路
と
な
っ
て
い
る
県

道
筑
紫
野
古
賀
線
の
拡か

く

幅ふ
く

工
事
に

お
け
る
渋
滞
緩
和
対
策
の
推
進
等

の
諸
課
題
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と

し
た
舵か

じ

取
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
総
務
建
設
産
業
委
員
会
の
各
委

員
が
見
識
を
高
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
研け

ん

鑽さ
ん

し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

委
員
長
　
猪い

谷た
に

　
繁し

げ

幸ゆ
き

　
６
月
２５
日
に
行
わ
れ
る
第
６３

回
須
恵
町
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に

向
け
て
、
訓
練
に
励
む
須
恵
町

消
防
団
を
激
励
に
行
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
町
大
会
の
み
で
、

上
位
大
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
会
を
１０
日
後
に
控
え
、
気
合

の
入
っ
た
操
法
を
拝
見
し
ま
し

た
。
我
が
須
恵
町
消
防
団
の
操

法
が
高
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　
訓
練
中
は
ケ
ガ
な
ど
さ
れ
ま

せ
ん
よ
う
健
康
に
留
意
し
な
が

ら
、
当
日
は
訓
練
の
成
果
を
遺い

憾か
ん

な
く
発
揮
さ
れ
、
悔く

い
の
残

ら
な
い
大
会
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

　
最
後
に
、
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
日
夜
活
躍
さ

れ
て
い
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ま

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令和5年6月15日（木） 須恵中テニスコート

総務課・まちづくり課・ふるさと応援課・税
務課・都市整備課・地域振興課・上下水道
課・会計課に属する事項／その他の委員会に
属しない事項

私たちが責任を持って審査します！

須恵町消防団を激励
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委員会レポート
文 教 厚 生 委 員 会

川原委員 男澤委員 今村委員長 三上副委員長 平山委員白水委員

　
文
教
厚
生
委
員
会
は
、
今
回
の

改
選
に
よ
り
、
２
人
の
新
人
を
加

え
た
６
人
で
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
き
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
主
に
福
祉
・
健

康
・
医
療
・
教
育
を
中
心
に
審
査

を
行
い
ま
す
。

　
全
国
で
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
叫
ば
れ
る
中
、
須
恵
町
は
、

全
国
有
数
の
長
寿
の
町
で
あ
り
、

人
口
・
子
ど
も
の
数
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
移
行
し
、
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

経
て
、
日
常
を
取
り
戻
す
、
と
変

化
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、
広こ

う

範は
ん

多た

岐き

に
わ

た
り
専
門
化
し
て
い
る
政
策
を
審

議
・
審
査
す
る
た
め
、
今
ま
で
以

上
に
身
を
引
き
締
め
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
皆
さ
ま
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
各
委

員
が
自
分
の
役
割
を
果
た
し
、
一

致
団
結
し
て
活
動
し
て
い
く
決
意

で
す
。

�

委
員
長
　
今い

ま

村む
ら

　
桂け

い

子こ

学校教育課・子育て支援課・社会教育課・住
民課・福祉課・健康増進課に属する事項

私たちが責任を持って審査します！

令和４年11月４日

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て

委員会レポート

 

は
じ
め
に

　
須
恵
町
は
令
和
４
年
第
１
回
須
恵
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
2
0
5
0
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
す
え
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

 

須
恵
町
の
取
り
組
み
は

　
現
状
と
目
標
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

①�

須
恵
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
「
事

務
事
業
編
」
は
、
須
恵
町
役
場
が
管
理
す

る
各
施
設
・
施
策
な
ど
に
関
す
る
対
策
で

す
。
２
０
１
３
年
度
を
基
準
と
し
て
、
本

年
度
か
ら
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
５１
%
を

削
減
し
ま
す
。

②�

同
計
画
「
区
域
施
策
編
」
は
、
須
恵
町
の

町
域
全
体
に
関
す
る
対
策
で
す
。
企
業
部

門
、
家
庭
部
門
も
含
め
る
た
め
、
町
内
の

理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
２
０
１
３
年
度

委
員
長

　
白
水
　
春
夫

副
委
員
長

　
三
上
　
政
義

委
員
　
百
田
　
輝
子

委
員
　
猪
谷
　
繁
幸

委
員
　
田
ノ
上
　
真

を
基
準
と
し
、
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
4６
%
削
減
し
ま
す
。
２
０
５
０
年

度
の
目
標
達
成
に
は
、
追
加
的
対
策

も
含
め
、
将
来
的
な
検
討
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

③�

国
が
公
募
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

選
定
を
目
指
し
て
の
取
り
組
み
。
民

間
事
業
者
と
の
連
携
を
持
っ
て
地
域

の
独
自
性
を
活
か
し
た
提
案
に
対
し

て
、
国
が
お
墨
付
き
を
与
え
ま
す
。

先
行
事
例
を
見
て
も
、
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

調
査
を
終
え
て

　
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
は
大

変
な
難
事
業
で
す
。
と
り
わ
け
、
町
民

や
事
業
者
の
理
解
と
努
力
な
し
に
は
到

底
達
成
で
き
な

い
現
実
が
あ
り

ま
す
。

　
須
恵
町
議
会

と
し
て
も
、
行

政
と
連
携
を
持

っ
て
こ
の
難
事

業
に
あ
た
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

脱炭素推進調査特別委員会

脱
炭
素
推
進
調
査
特
別
委
員
会
は
、
令
和
４
年
３
月
に
須
恵
町
が
宣
言
し
た
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
す
え
」
の
推
進
お
よ
び
調
査
を
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
１
回
目
の
調
査
を
７
月
３
日
（
月
）
に
行
い
ま
し
た
。

特別
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令和４年11月４日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を
調
査

委員会レポート

  

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の 

成
り
立
ち

　
須
恵
町
は
、
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推す

い

奨し
ょ
う
し
、
小
学
校
区
ご
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
務
局
を
設
置
し
、
教
育
と
地
域
の
連
携

で
豊
か
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
、
独
自
性

を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
く

ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
転
換
を
模
索

し
て
い
ま
す
。

  

く
ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

モ
デ
ル
事
業

　
第
三
小
学
校
区
ふ
れ
あ
い
レ
イ
ン
ボ
ー

で
は
、
３
年
前
か
ら
、
く
ら
し
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
多
種
多
様
な
地
域
課
題
を
解
消
す
る
た

め
、
地
域
と
密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
「
地
域
に
対
す
る
住

民
の
誇
り
」
の
醸じ

ょ
う
せ
い成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
・
介
護
と
地
域
社
会
の
連
携
、

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
、
環
境
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
、
S
N
S
で
の
周
知
が
進
み
、

徐
々
に
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

 

調
査
を
終
え
て

　
各
校
区
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
取
り
巻

く
状
況
は
違
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
独
自
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
で
事

業
の
拡
大
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

　
く
ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
奨
す

る
に
は
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
、
仲

間
意
識
、
人
々
の
参
画
、
地
元
へ
の
愛

着
が
必
要
で
す
。

今
後
も
当
委
員

会
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
状
況

を
調
査
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議員研修の様子

校区活性化推進特別委員会

校
区
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会
は
、
須
恵
町
が
進
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。
１
回
目
の
調
査
を
６
月
28
日（
水
）に
行
い
ま
し
た
。

委
員
長

　
川
口
　
満
浩

副
委
員
長

　
平
山
　
諭

委
員
　
猪
谷
　
繁
幸

委
員
　
今
村
　
桂
子

委
員
　
田
ノ
上
　
真

特別

議会用語とハラスメント
議員研修レポート

　須恵町議会は、議員力向上のため積極的に講師を
招いて研修をしています。4月の改選で新人が誕生
していることから、6月２８日（水）庁舎内で２件の
基礎研修を行いました。

第１研修「議会用語の解説」
　法律と条例の違いは、議員になる人は皆知ってい
ます。では、政令・省令・告示の違いは？通達は？
他にも規則・要綱・要領等々、決め事を指す用語だ
けでもたくさんあります。また一歩進んで、条例の
改正の時の用語など、だいたい分かっていることを、
ちゃんとした知識にするために、講師に解説を受け
ました。

第２研修「政治分野におけるハラスメントの防止」
　政治の世界はハラスメントが多いイメージを持た
れていますが、ここでは、内閣府男女共同参画局が
製作した映像と冊子で研修しました。同局が、地方
議員を対象に、政治参画を阻

はば

む要因を調査した結果、

全体の42.3%、男性の32.5%、女性の57.6%
がいずれかのハラスメントを受けたと回答して
います。映像は、集められた１３２4件の事例を元
にパターン別の再現ドラマにしています。ハラ
スメントがいかに醜

みにく

いものかよく分かります。
　議員は、自分であっても他人であっても、ハ
ラスメントに声をあげる一人になる、というこ
とが大切です。
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次の定例議会は
９月１日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、
簡単な手続きで傍聴することが
できます。傍聴を希望される人
は、本会議当日に役場４階議会
事務局の窓口にお越しください。
（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

議長通信

全員賛成可決第１回 臨時会 4 月 24 日（月）

● 令和５年度一般会計補正予算
　１億５０４８万円を追加　⇒	 総額１１９億４０４８万円
　 •低所得世帯支援給付金事業� 1億６８３万円
　 •子育て世帯生活支援特別給付金事業� ４３６５万円

第３回 臨時会 7 月 7 日（金）

●�工事請負契約の締結
　須恵第一小学校長寿命化改良工事（第１期）
　請負金：２億６３２３万円
　工　期：令和５年１０月３１日まで

全員賛成可決

　令和５年４月の統一地方選
挙後、初めての定例議会が開
催されました。
　２名の新人議員が加わった
新たな１３人の議員で構成され
る議会がスタートしました。

提出された議案を付託される
２つの常任委員会のメンバー
も一新され、新たな視点での
議案審議が行われました。
　今回の定例議会は、令和４
年度の各会計の補正予算およ
び条例の一部改正の専決処分
（町長が法律の規定により議
会に諮

はか

る前に決定する行為）
の承認と人事案件の同意が主
な議案でした。特に、前町長　
中
なか

嶋
しま

裕
ゆう

史
し

氏の名誉町民の推
すい

戴
たい

については、町制７０周年に当
たり歴代の町長を代表する同
氏の功績を称

たた

えることに、議

会としても大変嬉しく思いま
す。
　また、私事ではありますが、
前期に引き続き、議員各位の
ご推

すい

挙
きょ

により、議長に就任す
ることになりました。これか
ら４年間、この「議会だよ
り」を通じて、議長としての
私の思いや考えをご報告でき
ればと思います。ご覧いただ
ければ幸いです。

松山 力弥  議長

新たな体制となって

映像配信 会議録
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